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10年後のあなたの描く大野市像

9
の
自
然
酪
1
露
厘
専
大
野
ら
し
さ
を

膳
朧
彷
参
セ
L
ジ
ま
と
ま
る

　

市
が
7
月
に
募
集
し
た
「
市
長

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
概
要
が
、

こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
　

「
1
0
年
後
の
あ
な
た
の
描
く
大

野
市
像
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
寄
せ

ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
百
五
十

九
人
か
ら
の
二
百
四
十
三
件
で
し

た
。
男
女
と
も
十
一
歳
か
ら
八
十

三
歳
ま
で
と
、
幅
広
い
層
の
皆
さ

ん
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
特
に
今
回
は
、
小
中
学

生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
く
、

全
体
の
七
二
％
を
占
め
ま
し
た
。

　

内
容
別
で
は
、
観
光
・
物
産
に

関
係
す
る
も
の
が
最
も
多
く
五
十

件
、
次
い
で
産
業
振
興
に
関
す
る

も
の
が
三
十
五
件
、

建
設
・
都
巾
整
＼

備
関
係
、
福
祉
・
保
健
衛
生
関
係

が
そ
れ
ぞ
れ
三
十
一
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

十
年
後
の
大
野
市
像
に
つ
い
て

は
、
「
自
然
を
大
切
に
残
し
、
自

然
と
共
存
す
る
活
力
あ
る
ま
ち
、

大
野
ら
し
さ
を
生
か
し
た
ま
ち
」

と
い
う
内
容
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多

く
、
半
数
近
く
を
占
め
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
基
に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の

や
実
現
可
能
な
も
の
を
選
ん
で
施

策
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
市
の
基
本
構
想
策
定
に
向
け

て
の
方
向
性
や
考
え
方
に
も
反
映

　
　

さ
せ
て
い
く
1
定
で
す
。

メッセージ内容の内訳

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
か
ら

　

い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す

■
観
光
や
物
産
に
関
す
る
こ
と

・
冬
期
間
で
も
朝
市
に
観
光
客
が

　

来
ら
れ
る
よ
う
、
七
間
通
り
に

　

ア
ー
ケ
ー
ド
を
造
る

・
駅
前
を
整
備
し
イ
ベ
ン
ト
な
ど

　

行
い
、
も
っ
と
賑
や
か
に

・
サ
ト
イ
モ
を
利
用
し
た
特
産
品

　

の
開
発
（
サ
ト
イ
モ
チ
ッ
プ
ス

　

な
ど
）

・
水
や
自
然
、
イ
ト
ヨ
を
生
か
し

　

た
商
品
や
施
設
、
イ
ベ
ン
ト

・
観
光
地
を
結
ぶ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　

ロ
ー
ド
を
充
実
し
、
電
気
自
転

　

車
を
設
置

■
産
業
振
興
に
関
す
る
こ
と

・
農
家
の
庭
先
に
あ
る
カ
キ
や
梅

　

な
ど
を
利
用
し
な
が
ら
、
産
業

　

と
し
て
育
成

一
建
設
都
市
整
備
に
関
す
る
こ
と

・
公
園
を
「
ミ
ニ
森
・
ミ
ニ
林
」

　

と
し
て
、
森
林
浴
が
楽
し
め
、

　

老
若
男
女
が
共
に
憩
え
る
場
に

・
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
を
造
る

■
福
祉
保
健
衛
生
に
関
す
る
こ
と

・
高
齢
者
の
生
き
が
い
に
力
を
い

　

れ
、
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
を
積

　

極
的
に
少
な
く
す
る

・
保
育
園
や
廃
校
を
利
用
し
、
お

　

年
寄
り
の
集
う
場
所
を
つ
く
る

・
「
環
境
・
福
祉
日
本
一
都
市
」

　

を
目
標
に
、
年
一
回
市
民
評
価

■
そ
の
ほ
か

・
情
報
通
信
網
の
整
備
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効
率
的
で
衛
生
的
な
施
設

　

平
成
九
年
度
か
ら
堂
本
区
で
建

設
が
進
め
ら
れ
て
き
た
「
大
野
市

浄
化
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
十

五
日
に
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

昭
和
三
十
七
年
十
月
か
ら
稼
働

を
続
け
て
き
た
、
し
尿
処
理
施
設

が
老
朽
化
し
た
た
め
、
効
率
的
で

衛
生
的
な
、
し
尿
処
理
施
設
と
し

て
、
生
活
環
境
の
向
上
を
目
指
し

て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
物
は
、
管
理
棟
と
処
理
棟
か

ら
な
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
の
地
下
一
階
、
地
上
2
階
建
て

で
、
延
べ
面
積
は
二
千
二
十
九
平

方
ト
で
す
。
総
工
事
費
は
、
約
二

十
三
億
六
千
六
百
万
円
に
な
り
ま

す
。
1
日
6
0
ご
拉
を
処
理

　

施
設
規
模
は
、
し
尿
処
理
が
三

八
ノ
レ
／
日
、
浄
化
槽
汚
泥
の
処

理
が
二
二
ノ
レ
／
日
で
合
わ
せ
る

と
、
一
日
に
六
〇
ノ
ド
の
処
理
が

可
能
で
、
受
入
か
ら
放
流
ま
で
集

中
監
視
を
行
い
、
省
力
化
と
処
理

の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
対
策

　

処
理
を
完
了
し
た
放
流
水
に
つ

い
て
は
、
安
定
し
た
処
理
が
行
わ

れ
て
い
る
か
絶
え
ず
チ
ェ
ッ
ク
。

各
設
備
別
に
も
水
質
な
ど
を
分
析

し
、
厳
し
く
監
視
し
ま
す
。

　

処
理
後
の
汚
泥
は
、
乾
燥
さ
れ

焼
却
処
分
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
必

要
に
応
じ
て
肥
料
と
し
て
利
用
も

可
能
で
す
。

　

騒
音
や
振
動
、
悪
臭
を
防
止
す

る
た
め
、
各
処
理
設
備
は
屋
内
収

納
型
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

臭
気
濃
度
別
の
分
離
脱
臭
処
理
や

集
塵
装
置
な
ど
で
、
環
境
へ
の
配

慮
を
行
っ
て
い
ま
す
。

放流水質の計画値

基準値 計画値

PH 5．8～8．65．8～8．6

BOD 2評 1許
COD － 2評
ss 7智F 1評
大腸菌 3，0001固　以下8001111　以下

全窒素 － 1評
全リン 一 皆
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市職員などの給与は、地方自治法および地方公務員法の規定に基づき、市の条例で定められて

います。平成10年度に支給された市長など市三役…市議会議員・市職員の給料（報酬）や手当、

職員数などの状況を公表します。

●人件費の状況
（平成10年度普通会計決算）

住民基本台帳人口　　
（Hll．3．31）

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B／A） 平成9年度人件費率

40，397人 166億7，069万2千円 32億4，233万4千円 19．4％ 20．1％

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

●特別職の報酬等の状況
（平成11年4月1日現在）

…定員の状況（各年4月1日現在）

※臨時・嘱託職員を除いた職員数です。類似団体の公営企業等

　

会計部門の職員数は公表されていません。

●職員給与費の内訳
（平成11年度普通会計予算）

※職員手当には、退職手当は含まれていません。

　

主な手当としては、特殊勤務手当、通勤手当、

　

時間外勤務手当などがあります。

※期末勤勉手当とは、民間の夏期・冬期に支給さ

　

れるボーナスに相当するものです。

※職員一人当たり給与費は、予算算定時の見込み

　

数（339人）で計算されています。



●一般行政職職員の経験年数別・学歴別

　

平均給料月額（平成11年4月1日現在）

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務

　

している場合の勤務年数をいいます。

●一般行政職の級別職員数

　　　　　　　　　

（平成11年4月1日現在）

●職員の平均給料月額と平均年齢

　　　　　　　　

（平成11年4月1日現在）

※上段の数字は一般行政職、下段は技能労務職

　

を示します。

●主な職員手当の状況

（1）期末・勤勉手当（平成10年度）

区分 期末手当 勤勉手当 計

6月期 1．6ヵ月 0．6ヵ月 2．2ヵ月

12月期 1．9ヵ月 0．6ヵ月 2．5ヵ月

3月期 0．55ヵ月 － 0．55ヵ月

計 4．05ヵ月 1．2ヵ月 5．25ヵ月

※職制上の段階、職務の級などによる加算措置

　

があります。

（2）退職手当（平成10年度）

区分
支給率

自己都合 勧奨・定年

勤続20年 21ヵ月 28．875ヵ月

勤続25年 33．75ヵ月 44．55ヵ月

勤続35年 47．5ヵ月 62．7ヵ月

最高支給限度額 60ヵ月 62．7ヵ月

1人当たり平均支給額 2，604万2千円

※1人当たり平均支給額は、10年度に退職した

　

全職種の職員に支給された平均額です。

（3）10年度の特殊勤務手当支給状況O内にt9年度

職員全体に占める手当支給職員の割合 よ㈹
支給対象職員1人当たりの平均支給年額 　7万5，323円（7万9，178円）

手当の種類 23陪（23種類）

※多くの職員に支給されている主な手当

　

①保育業務手当②清掃業務手当③税務事務手当

　

④社会福祉業務手当⑤大型特殊自動車運転業務手当

（4）10年度の時間外勤務手当の支給状況O内によ9年度

）sa・ 　7．092万3千円（7．638万3千円）

し職員1人当たりの平均支給年額　　　
（管理職などを除く312人） 　22万7千円（24万4千円）



9月定例

iri霖今

観
光
拠
点
施
設
整
備
や
亀
山
周
辺
整
備
推
進
な
ど

』
硝
』
会
計
犯
お
億
ス
窟
言
万
摺
余
句
追
加

9月補正一般会計の主な事業

◆総務費

　

・亀山周辺整備推進事業…………………10，093千円

　

・管理公社運営システム整備事業…………6，525千円

　

・市税還付金，前納報奨金…………………7，521千円

◆民生費

　

・介護保険事業………………………………1，723千円

　

・在宅介護支援センター事業………………1，080千円

◆衛生費

　

・地区営簡易水道施設補助金交付事業……7，224千円

　

．合併処理浄化槽設置整備事業補助………5，550千円

　

・じん芥焼却施設改修工事………………10，000千円

　

・し尿処理施設整備事業……………………9，500千円

◆農林水産業費

　

・快適でふれあいのある集落整備事業補助

　

………………………………………………15，000千円

　

・水田園芸産地定着事業補助……………51，390千円

◆商工費

　

・観光拠点施設整備事業…………………59，299千円

　

・恐竜エキスポ推進事業……………………2，100千円

◆土木費

　

・中部縦貫道対策事業………………………3，550千円

　

・道路整備事業（単独）…………………60，326千円

　

・河川改良事業（単独）…………………30，000千円

　

・街路整備事業……………………………16，004千円

◆教育費

　

・施設維持補修経費（有終束小，尚徳中の施設耐震性能等調査）

　

…………………………………………………8，600千円

◆災害復旧費

　

・農業用施設等単独災害復旧事業…………2，450千円

　

・林道施設補助災害復旧事業………………4，688千円

　

・公共土木施設単独災害復旧事業…………9，000千円

人権擁護委員に

　

松田八重子さん

　

9月定例市議会で、廣瀬敏

子委員の任期満了（平成11年

11月30日）に伴う人権擁護委

員候補者の推薦が行われまし

た。推薦されたのは、次の方

です。

　

松田八重子（62歳・城町）

敬称略

　

第
三
百
四
回
九
月
定
例
市
議
会

が
、
九
月
九
日
か
ら
二
十
四
目
ま

で
開
か
れ
、
「
一
般
会
計
補
正
予

算
案
」
「
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
案
」
な
ど
ト
ま
五
議
案

を
審
議
。
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
三
億
七
千
九
百
九
十

五
万
五
r
円
か
追
加
さ
れ
、
予
算

総
額
は
百
L
十
ヒ
億
六
千
百
十
丘

万
二
千
円
と
な
り
、
前
年
同
期
と

比
べ
て
五
・
〇
％
の
増
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
右
表
の

と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
市
民
と
観
光
客
の
相
互

交
流
を
目
的
に
「
大
野
市
ま
ち
な

か
観
光
拠
点
施
設
設
置
条
例
」
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
施
設
の
名
称

は
「
平
成
大
野
屋
」
で
、
株
式
会

社
平
成
大
野
屋
に
管
理
運
営
委
託

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
野
ら
し
い
ま
ち
ブ
く
り
の
た
め
に

大
規
模
行
為
都
市
景
観
形
成
基
準
定
ま
る

　

一
定
規
模
以
上
の
大
規
模
な
建
築
・
工
作
・
広
告
物
な

ど
の
建
設
に
つ
い
て
、
景
観
形
成
の
た
め
の
基
準
「
大
規

模
行
為
都
市
景
観
形
成
基
準
」
が
定
め
ら
れ
、
十
月
一
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
野
ら
し
い
個
性
豊

か
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
的

に
、
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て

い
る
「
大
野
市
都
市
景
観
条
例
」

の
具
体
的
な
施
策
の
一
つ
で
す
。

3
つ
の
景
観
ゾ
ー
ン
と

　
　

2
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　

基
準
は
、
地
域
の
特
性
に
応
じ

て
よ
り
こ
ま
や
か
に
指
導
を
行
っ

て
い
く
た
め
、
市
内
を
「
都
市
」

「
田
園
」
「
山
ろ
く
」
の
三
つ
の
景

観
ゾ
ー
ン
に
分
け
、
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
大
野
ら
し
い
景

観
形
成
の
た
め
、
特
に
「
緑
」
と

「
色
彩
」
の
二
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
で
は
、
建
築
物
は
「
周
辺

建
築
物
の
壁
面
の
位
置
に
配
慮
す

る
」
こ
と
や
、
工
作
物
の
材
料
は

「
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
材
料

と
す
る
」
こ
と
、
建
築
物
に
設
置

す
る
広
告
物
は
「
看
板
等
は
整
理

統
合
し
、
建
築
物
や
周
辺
環
境
と

の
調
和
を
図
る
」
こ
と
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
準
と
は
別
に
、
具
体
的

な
手
法
や
仕
様
を
示
し
た
デ
ザ
イ

ン
指
針
も
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
規
模
行
為
の
届
け
出

　
　

1
0
月
1
日
か
ら
施
行

　
　

「
大
野
市
都
市
景
観
条
例
」
の

施
行
で
、
十
月
一
日
か
ら
、
大
規

模
行
為
を
行
う
場
合
は
、
市
へ
届

け
出
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

届
け
出
の
対
象
は
▽
建
築
物
で

高
さ
十
三
口
以
上
ま
た
は
延
べ
三

千
平
方
口
以
上
▽
工
作
物
で
は
煙

突
、
塔
な
ど
が
高
さ
十
三
口
以
上
、

製
造
・
貯
蔵
施
設
や
車
庫
が
同
十

三
回
以
上
▽
広
告
物
は
表
示
面
積

三
十
平
方
‥
い
以
上
な
ど
で
す
。

　

市
で
は
、
届
け
出
が
あ
る
と
、

配
置
や
デ
ザ
イ
ン
、
色
彩
な
ど
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
す
。
基
準

に
適
合
し
な
い
場
合
は
、
指
導
や

助
言
を
行
い
ま
す
。

　

指
導
や
助
言
の
場
合
は
、
景
観

形
成
に
つ
い
て
「
都
市
景
観
審
議

会
」
の
意
見
を
聞
く
な
ど
で
、
多

少
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
設

計
前
の
な
る
べ
く
早
い
段
階
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
市
都
市
整
備
課

　

景
観
建
築
係
（
容
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
3
5
1
）
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㈲励即酬鴎端麗

　

ド
庄
地
区
婦
人
会
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
が
、
9
月
1
9
日
弁
に
県

営
体
育
館
で
行
わ
れ
た
第
3
0
回
県

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
、
入

ご
と
2
年
ぶ
り
、
2
回
日
の
優
隠

を
果
た
し
ま
し
た
。
選
于
の
皆
さ

ん
は
、
こ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
、

今
後
の
地
域
婦
人
会
活
動
に
生
か

し
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

1奥絨地区中’学校駅伝盤ま汝会1

　

m
一
月
2
日
、
奥
越
地
区
、
8
中

学
校
が
参
加
し
て
、
第
3
3
回
男
子
、

第
1
0
回
女
7
駅
伝
競
走
大
会
が
市

ふ
れ
あ
い
公
園
陸
上
競
技
場
を
発

着
点
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

A
ク
ラ
ス
男
子
で
は
、
陽
明
中

学
校
が
優
勝
。
そ
れ
ぞ
れ
の
L
位

3
チ
ー
ム
が
、
1
0
月
8
日
に
行
わ

れ
た
県
中
学
校
駅
伝
に
出
場
し
ま

し
た
。

　

巾
内
中
学
校
の
成
績
を
紹
介
し

ま
す
。

「
団
体
A
」

男
子
優
勝
陽
明

女
子
2
位
陽
明

「
団
体
B
」

男
子
優
勝
陽
明

女
子
優
勝
陽
明
？
3
位
開

　

成

【
区
間
賞
】

男
子
1
区
清
水
大
輔
（
陽

　

明
）
？
2
区
四
方
翔
悟
（
陽

　

明
）
▼
5
区
松
浦
隼
人
（
尚

　

徳
）
▼
6
区
目
下
弘
賢
（
陽

　

明
）

女
子
1
区
川
端
優
子
（
上

　

庄
）
？
4
区
筒
井
秀
美
（
陽

　

明
）

選
手
に
暖
か
い
声
援
を
！

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
J

　

H
月
、
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
を

ス
タ
ー
ト
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
す

る
駅
伝
競
走
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
選
手
に
暖
か
い
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

…
郡
市
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

　

日
時
‐
月
7
日
計
午
前
9
時

…
県
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会

　

日
時
‥
‥
‥
一
月
7
日
四
午
後
1
時

　
　

1
0
分
～

・
第
3
6
回
奥
越
駅
伝
競
走
大
会

　

日
時
H
月
2
1
日
付
午
前
1
0
時

　
　

3
0
分
～

問
い
合
わ
せ
先
巾
教
育
委
員
会

　

ス
ポ
ー
ツ
課
（
晋
6
6
・
1
1
1

　

I
内
線
5
3
2
）

気
に
な
り
ま
す

介
護
保
険
制
度

、j。。4

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
介
護
保
険
制
度
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
介
護
支
援
専
門

員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
了
不

－
ジ
ャ
ー
）
は
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
（
在
宅
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
）
や
介
護
保
険
施
設
（
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健
施

設
、
療
養
型
病
床
群
な
ど
）
に
勤

務
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
は
、

医
師
や
看
護
婦
、
保
健
婦
、
介
護

福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
な
ど
の
資

格
を
持
ち
、
五
年
以
上
の
実
務
経

験
の
あ
る
人
が
、
試
験
に
合
格
後
。

必
要
な
研
修
を
受
講
し
な
け
れ
ば

与
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
申
請
の
代
行

　

介
護
が
必
要
に
な
り
、
介
護
認

定
の
申
請
を
行
お
う
と
す
る
と
き
、

介
護
支
援
事
業
所
に
代
行
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
介
護
支

援
専
門
員
が
書
類
を
整
備
し
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人
に

代
わ
り
、
市
に
申
請
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

訪
問
調
査

　

介
護
支
援
専
門
員
は
、
市
か
ら

委
託
さ
れ
介
護
認
定
に
必
要
な
訪

問
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
は
、

介
護
が
必
要
な
人
の
身
体
状
況
や

痴
ほ
う
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、

決
め
ら
れ
た
調
査
票
に
基
づ
き
行

わ
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
の
依
頼

　

認
定
申
請
の
結
果
は
、
市
か
ら

申
請
者
に
通
知
さ
れ
ま
す
。
こ
の

う
ち
介
護
認
定
を
受
け
た
人
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
ま

す
。
こ
の
作
成
は
、
介
護
支
援
専

門
員
に
依
頼
で
き
ま
す
。

調
査
し
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
を

依
頼
さ
れ
た
介
護
支
援
専
門
員
は
、

介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
身
体
状

況
や
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
、
意
向
、
問
題
点
な
ど
を
調
査

（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
。
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
事
業
所

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
計
画
の
相
談

　

介
護
支
援
専
門
員
は
、
実
際
に

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ス
タ

ッ
フ
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
保
健

婦
、
看
護
婦
な
ど
）
と
作
成
し
た

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
、
適
切
で

あ
る
か
ど
う
か
相
談
（
ケ
ア
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
）
し
、
よ
り
良
い
介

護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
高
齢
者

　

福
祉
室
（
容
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
7
8
）
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椀瀋

インフルエンザ対策

こ
れ
か
ら
の
季
節

　
　
　
　

健
康
な
体
で
乗
り
切
ろ
う

　

毎
年
、
空
気
が
乾
燥
し
気
温
が
低
く
な
る
、
こ
の
時
期

か
ら
翌
年
の
I
二
月
ご
ろ
ま
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行

し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
「
風
邪
」
の
中
で
最
も

悪
性
で
、
死
に
至
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
健
康

な
体
で
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

普
通
の
「
風
邪
」
と
の
違
い

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
伝
染
力
が

強
く
、
普
通
の
「
風
邪
」
の
症
状

の
ほ
か
に
三
九
度
以
上
の
発
熱
や

頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
の

全
身
症
状
が
強
く
み
ら
れ
ま
す
。

流
行
が
爆
発
的
で
、
短
期
間
に
乳

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
膨
大
な
人

を
巻
き
込
み
ま
す
。

　

気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を
併
発

し
、
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
特
に
、
十
歳
以
下
の
子
供
で

は
脳
症
を
、
呼
吸
器
や
心
臓
な
ど

に
慢
性
疾
患
を
持
つ
人
、
高
齢
者

で
は
肺
炎
を
併
発
し
て
死
に
至
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

予
防
接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
す
る

前
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
て
お
く
と
、
感
染
し

て
も
、
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
は
、
十
月
か
ら
十
一
月
に
一

回
、
三
週
間
か
ら
四
週
間
の
間
隔

で
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
一
回
の

計
二
回
受
け
る
こ
と
で
免
疫
効
果

が
高
ま
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
毎
年
、
少
し
ず
つ
流
行
す
る

型
が
違
っ
て
く
る
の
で
、
シ
ー
ズ

ン
到
来
前
に
は
予
防
接
種
を
受
け

て
備
え
る
の
か
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

は
、
下
記
の
実
施
医
療
機
関
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
予
約
が
必
要
と
な
る
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
な
体
づ
く
り

　

こ
れ
か
ら
の
冬
を
元
気
に
乗
り

切
る
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
の
健

康
な
体
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
ま

ず
は
、
う
が
い
と
手
洗
い
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。
う
が
い
は
、
コ
ッ

プ
一
杯
の
水
で
カ
ラ
カ
ラ
う
が
い

を
行
い
、
手
洗
い
は
、
せ
っ
け
ん

で
指
の
間
や
手
首
ま
で
十
分
に
洗

い
ま
し
よ
う
。

　

規
則
正
し
い
生
活
に
も
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
特
に
睡
眠
不
足
は
I

番
の
大
敵
で
す
。

　

少
し
で
も
体
の
調
子
が
お
か
し

い
な
と
感
じ
た
ら
、
部
屋
の
湿
度

を
四
〇
％
か
ら
六
〇
％
に
保
ち
、

安
静
に
し
て
休
養
を
取
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
分
で

「
風
邪
」
だ
と
軽
く
判
断
せ
ず
、

早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

市内でインフルエンザの予防

接種を実施している医療機関

阿部病院 松田医院

尾崎病院 松田外科医院

尾崎整形外科病院薬袋クリニック

栃木産婦人科医院山川医院

広岡クリニック渡辺医院

広瀬病院

ちよつと気になる栄養の話

　

調味料には、食べ物の風味を整え、色や食

感を変化させて、おいしさを引き立てる働き

があります。昔から、調味料を入れる順番を

「さ・し・す・せ・そ」といいます。「さ」は

砂糖、「し」は塩、「す」は酢、「せ」はしょ

うゆ、「そ」はみそなど、そのほかの調味料

のことです。これは、水に溶けにくく、味が

染み込みにくい調味料から先に使う、という

意味です。砂糖が1番最初なのは、初めに砂

糖を少し入れておくと、素材を柔らかくし、

ほかの調味料を入れたとき、味が染み込みや

すくなるからです。また、しょ’、ゆやみそ、

お酒などは香りや風紋知

説

鳶調味料

なので、なるべく料理脆凶¶逗‰となって

から、加える方がよいヤt？’s轟いこ：……

　

でも、最初から調味料を加えず吐ごノサさきる

だけその素材の特徴を考えて、料理面味付け

を考えましょう。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（豊65・7333）



暮
ら
し
の

ア
芥
お
守
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寒い冬を快適に過ごす

。

ずこめに

電気暖房器具の点検と上手な使い方

　

そ
ろ
そ
ろ
電
気
腫
房
器
具
が
活
躍
す
る
季
節
で
す
。
電

気
毛
布
や
電
気
力
－
ペ
ッ
ト
、
電
気
あ
ん
か
な
ど
す
ぐ
に

使
用
で
き
る
状
態
で
す
か
？
何
年
も
使
用
し
て
い
る
と
内

部
や
コ
ー
ド
な
ど
が
傷
み
、
故
障
や
事
故
の
原
因
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
月
は
、
主
な
電
気
暖
房
器
具
の
点

検
と
正
し
い
使
い
方
を
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

自
分
で
で
き
る
点
検

　

電
源
コ
ー
ド
は
、
電
気
器
具
の

中
で
傷
み
や
す
い
部
分
で
す
。
引

っ
張
っ
た
り
、
手
足
に
引
っ
掛
か

け
た
り
し
た
た
め
に
、
故
障
し
て

い
な
い
か
確
認
し
ま
し
よ
う
。

　

何
年
も
使
用
し
て
い
る
電
気
毛

布
は
、
外
観
に
異
常
が
見
ら
れ
な

く
て
も
内
部
の
ヒ
ー
タ
ー
線
が
傷

み
、
故
障
や
事
故
の
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
明
か
り
に
透

か
す
な
ど
し
て
、
必
ず
点
検
す
る

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

危
険
性
を
知
る

　

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
電
気
あ
ん

か
な
ど
に
、
長
時
間
皮
膚
の
同
じ

場
所
が
触
れ
て
い
る
と
、
皮
膚
が

赤
く
な
っ
た
り
、
水
ふ
く
れ
が
で

き
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
「
低
温
や
け
ど
」
で
す
。

乳
幼
児
な
ど
自
分
で
温
度
調
節
で

き
な
い
人
や
皮
膚
の
弱
い
人
が
使

用
す
る
と
き
は
、
特
に
注
意
し
ま

し
よ
’
つ
。

　

電
気
ス
ト
ー
ブ
も
石
油
ス
ト
ー

ブ
な
ど
と
同
じ
で
す
。
燃
え
や
す

い
も
の
の
近
く
や
就
寝
中
で
の
使

用
を
や
め
ま
し
よ
う
。
ま
た
、
器

具
付
近
や
上
部
に
は
、
可
燃
物
や

落
下
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
よ
’
つ
。

　

地
震
に
備
え
、
暖
房
器
具
が
落

下
や
転
倒
し
な
い
よ
う
、
設
置
場

所
と
設
置
方
法
に
も
気
を
配
り
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
暖
房
器
具
の
近

く
に
ス
プ
レ
ー
缶
（
ヘ
ア
ス
プ
レ

ー
や
殺
虫
剤
な
ど
）
を
放
置
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
熱
で
ス

プ
レ
ー
缶
の
圧
力
が
上
が
り
、
爆

発
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

効
率
よ
く
使
う
方
法

　

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
少
な
い
熱

量
で
、
床
面
か
ら
効
果
的
に
暖
め

る
も
の
で
す
。
座
ぶ
と
ん
を
使
わ

ず
に
直
接
座
り
、
ひ
ざ
か
け
を
利

用
す
る
と
よ
り
効
果
的
に
暖
ま
り

ま
す
。
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
、
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
や
ビ
ニ
ー
ル
タ
イ
ル

の
床
で
使
用
す
る
と
き
は
、
熱
が

床
に
取
ら
れ
て
暖
房
効
率
が
悪
く

な
っ
た
り
、
床
が
変
色
し
た
り
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
敷
物
や
マ

ッ
ト
な
ど
を
敷
き
、
そ
の
上
で
使

用
す
る
と
防
げ
ま
す
。

　

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
電
気
こ
た

つ
と
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
ほ
か
の
暖

房
器
具
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
低

い
温
度
設
定
で
も
快
適
な
暖
か
さ

が
得
ら
れ
ま
す
。

　

部
屋
の
空
気
は
、
で
き
る
だ
け

逃
さ
な
い
よ
う
に
す
る
と
、
暖
房

効
率
が
よ
く
な
り
ま
す
。
窓
や
戸

か
ら
の
す
き
ま
風
を
防
ぎ
、
カ
ー

テ
ン
な
ど
を
使
用
す
る
と
断
熱
性

が
高
ま
り
ま
す
。
窓
や
出
入
口
を

こ
ま
め
に
閉
じ
る
な
ど
、
熱
を
逃

さ
な
い
工
夫
を
し
ま
し
よ
う
。

　

電
気
暖
房
器

具
を
使
用
し
な

い
と
き
は
こ
ま

め
に
ス
イ
ッ
チ

を
切
り
、
外
出

時
に
は
必
ず
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら

プ
ラ
グ
を
抜
く
、

と
い
う
習
慣
を

身
に
付
け
ま
し

よ
’
つ
。

消費生活に関するご相談は5韻者相談センターへa66・1111内線464（諮剽
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
土

今月のスナップ

できました一

（チャレンジランキング大会）

ぐ1るーぷ登場
手話サークル

「すみれ会」

楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

手
話
サ
ー
ク
ル
「
す
み
れ
会
」

は
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後
3
時
か

ら
、
有
終
会
館
別
館
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
　

「
平
成
七
年
ご
ろ
、
市
内
で
店

を
営
業
し
て
い
る
人
か
ら
〃
耳
の

不
自
由
な
お
客
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た
い
の
で
、

f
話
を
教
え
て
欲
し
い
と
言
わ

れ
、
手
話
講
座
を
開
い
た
の
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
最
初
は
十
回
ほ

ど
の
予
定
で
し
た
が
、
簡
単
な
あ

い
さ
つ
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と

”
も
っ
と
手
話
を
習
い
た
い
と
い

う
声
が
あ
が
り
、
続
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
で
五
年
目
で

す
。
脂
話
は
英
会
話
と
同
じ
よ
う

に
、
話
せ
る
環
境
が
な
く
て
は
、

な
か
な
か
上
達
し
ま
せ
ん
。

週
に
4
度
、
こ
こ
で
会
話
を
す
る

こ
と
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
も
、
だ

ん
だ
ん
と
日
常
的
な
会
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」
と
、

講
師
の
谷
日
さ
ん
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
「
最
初
は
、

手
話
で
の
会
話
が
怖
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
町
を
歩
い
て
い
る
と
き
に

　

ご
」
ん
に
ち
は
と
、
あ
い
さ
つ

が
で
き
た
と
き
は
、
と
て
も

う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
ね
。

そ
れ
ま
で
は
正
直
い
っ
て
、

手
話
で
何
を
話
し
て
い
る
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
あ
い
さ
つ
を
き
っ
か

け
に
、
自
分
か
ら
聴
こ
う
と

い
う
姿
勢
に
変
わ
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
あ
い
さ
つ
以
外
の

会
話
も
、
少
し
ず
つ
で
す
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

よ
。
会
話
を
繰
り
返
す
こ
と

で
、
自
分
自
身
も
成
長
で
き

る
し
、
手
話
も
ヒ
達
し
ま
す
。

も
っ
と
、
た
く
さ
ん
の
人
が
、

手
話
を
覚
え
て
、
障
害
者
も

健
常
者
も
、
み
ん
な
で
楽
し

く
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
い
い
で
す
ね
」
と
う
な
ず
き
合

っ
て
い
ま
し
た
。
会
で
は
、
現
在

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
人
は
、
代
表
の
谷
口
敏
子

さ
ん
（
豊
6
5
・
6
5
3
1
フ
ァ
ク

ス
6
5
・
3
0
8
3
）
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

づ，1リクトーク

たい£

『
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
』

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
は
、
「
自

然
と
自
分
が
一
体
で
あ
る
」
と
、

気
づ
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
い

ま
す
。
五
感
を
使
つ
て
自
然
を
感

じ
、
心
と
体
で
直
接
自
然
を
体
験

す
る
遊
び
で
す
。
こ
れ
は
、
ア
メ

リ
カ
で
始
ま
つ
て
、
一
九
八
六
年

に
日
本
に
人
つ
て
き
ま
し
た
。

　

ジ
ョ
セ
フ
・
B

・
コ
ー
ネ
ル
著
の

『
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ

ー
ム
』
（
柏
書
房
）

は
指
導
者
を
対
象

に
書
か
れ
た
本
で

す
。
各
ゲ
ー
ム
の

日
的
や
い
つ
、
ど

ん
な
と
き
に
向
い

て
い
る
か
、
人
数
、

対
象
年
齢
、
準
備

物
、
遊
び
方
な
ど

が
細
か
く
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　

『
あ
そ
ぼ
う

よ
！
も
り
の
な
か
で
』
（
福
祚
館
）

は
絵
本
で
す
。
絵
本
の
中
で
、
f

供
た
ち
が
数
種
類
の
ゲ
ー
ム
を
し

て
い
ま
す
。
藤
枝
つ
う
さ
ん
の
絵

が
森
の
大
き
さ
、
豊
か
さ
、
美
し

さ
、
を
読
み
手
に
感
じ
さ
せ
、
夢

中
に
な
っ
て
い
る
子
供
た
ち
の
、

生
き
生
き
と
し
た
表
情
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
『
公
園
で
で
き
る
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
』
（
ポ
プ
ラ
社
）

は
、
広
場
や
草
む
ら
な
ど
、
近
く

で
出
来
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
本

物
の
自
然
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
現

代
に
ぴ
っ
た
り
で
す
ね
。

　

大
人
も
子
供
も
楽
し
め
る
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
容

　

3
5
・
5
5
0
0
）
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夜
間
外
出
は
、
反
射
材
を
身
に
付
け
ま
し
よ
う

　

最
近
、
日
没
が
早
く
な
っ
て
き

て
、
薄
暮
時
（
夕
方
か
ら
夜
に
か

け
、
暗
く
な
る
時
間
帯
）
が
帰
宅

す
る
時
間
帯
に
重
な
り
ま
す
。
巾

を
運
転
し
て
い
る
と
、
歩
行
者
や

自
転
巾
に
乗
っ
て
い
る
人
が
直
前

ま
で
見
え
ず
、
「
ひ
や
っ
」
と
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

‐
没
の
時
間
は
、
こ
わ
か
ら
ど

ん
ど
ん
は
1
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
歩
行
者
や
自
転
中

に
乗
っ
て
い
る
人
が
、
も
っ
と
見

え
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
夜
間
外
出
す
る
と

き
、
反
射
材
を
身
に
付
け
て
い
ま

す
か
。
反
射
材
は
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト
な
ど
の
光
を
反
射
す
る
こ
と
で
、

人
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
た

め
の
も
の
で
す
。

　

寒
い
季
節
に
な
る
と
、
黒
っ
ぽ

い
洋
服
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
夜
間
、
ド
ラ
フ
バ
ー
か
ら

発
見
で
き
る
距
離
は
、
黒
い
洋
服

で
は
約
こ
十
ト
、
緑
色
で
は
約
三

ト
バ
’
、
自
い
洋
服
を
着
て
い
て
も

約
四
ト
レ
ま
で
近
づ
か
な
い
と
発

見
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
反
射
材
を
身
に
付
け

る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
百
レ
以
上

光
か
ら
、
人
の
存
在
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

た
し
か
に
。
反
射
材
を
身
に
つ

け
る
の
は
面
倒
だ
と
思
う
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

外
出
す
る
と
き
に
反
射
材
を
身
に

つ
け
る
の
は
、
自
分
の
身
を
守
る

た
め
な
の
で
す
。

　

中
を
運
転
し
て
い
る
私
た
ち
も
、

安
令
速
度
を
心
が
け
る
な
ど
、
歩

行
者
と
運
転
者
が
お
互
い
に
協
力

す
る
こ
と
で
、
も
っ
と
交
通
事
故

を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
私
は
、
今
年
の
四
月

か
ら
交
通
指
導
員
に
な
り
、
あ
ら

た
め
て
、
こ
の
こ
と
を
よ
く
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
、
交
通
安
令
に
つ

い
て
、
も
う
。
度
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

・z。、μ4・S「

夢はロートレーサー

　

宮腰圭祐くん（陽明中学校2年生）

　　　　　　

諒くん（下庄小学校3年生）

　

宮
腰
ド
祐
片
と
諒
μ
の
兄
弟
は
、

自
転
収
の
ロ
ー
ド
レ
ー
7
競
技
に

夢
中
で
す
。
ツ
ー
ル
ー
ド
ー
フ
ラ

ン
ス
に
代
八
さ
わ
る
自
転
巾
の
ロ

ー
ド
レ
ー
7
は
、
た
だ
速
け
れ
ば

勝
て
る
と
い
う
競
技
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
転
巾
は
。
人
で
走
る
と
、

風
を
ま
と
も
に
受
け
て
体
力
の
消

耗
が
激
し
く
な
り
ま
す
。
競
技
で

は
、
ま
ず
集
団
で
走
り
ま
す
。
集

団
の
巾
で
児
頭
を
交
代
し
な
が
ら

走
る
こ
と
で
、
風
の
抵
抗
を
少
な

く
し
、
お
屁
い
の
体
力
を
温
存
、

最
後
に
7
パ
ー
ト
で
勝
負
し
ま
す
。

レ
ー
ス
の
流
利
の
中
で
、
駆
け
引

き
な
ど
頭
脳
プ
レ
ー
を
必
要
と
す

る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

自
転
巾
競
技
を
や
っ
て
い
た
お

父
さ
ん
に
影
響
さ
れ
、
h
祐
片
は

小
学
校
瓦
年
生
、
諒
μ
は
小
学
校

。
年
乍
か
ら
競
技
川
の
自
転
車
に

乗
り
始
め
ま
し
た
。

　
　

「
最
初
は
、
レ
ー
7
の
駆
け
引

き
が
分
か
ら
な
く
て
、
な
か
な
か

結
米
に
結
び
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

中
学
生
に
な
っ
て
、
駆
け
引
き
が

分
か
っ
て
く
る
と
、
成
績
も
よ
く

な
り
、
も
っ
と
面
白
く
な
り
ま
し

た
」
と
、
h
祐
村
。
道
路
に
雪
が

な
い
と
き
は
、
毎
朝
欠
か
さ
ず
練

習
。
多
い
目
は
四
ト
。
ノ
も
自
転
巾

で
走
り
ま
す
。
そ
ん
な
お
兄
さ
ん

を
兄
て
諒
君
も
、
練
習
に
熱
が
入

り
ま
す
。
そ
の
努
力
の
甲
斐
あ
っ

て
、
今
年
の
八
月
一
。
八
日
、
―
九

‐
に
五
重
県
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
で

行
わ
れ
た
令
国
人
会
で
は
、
ト
ぶ
…
…

片
が
中
学
生
の
部
で
九
位
。
諒
君

は
小
学
生
低
学
年
の
部
で
、
―
位

に
入
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
自
分

の
実
力
を
試
す
｝
』
と
が
面
白
く
て

し
よ
う
が
な
い
様
乙
L
。
―
人
と
も

　
　
将
来
は
、
令
国
で
活
躍
で
き
る

選
r
に
な
り
た
い
」
と
目
を
輝
か

せ
て
い
ま
し
た
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
尽
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

ふ
れ
あ
い
健
康

　

や
わ
ら
体
操
の
集
い

　
　
　
　

県
柔
道
整
復
師
会

　
　

「
ふ
れ
あ
い
健
康
や
わ
ら
体
操
」

と
は
、
柔
道
の
形
（
か
た
）
や
呼

吸
法
を
取
り
入
れ
た
、
全
身
の
筋

肉
を
く
ま
な
く
動
か
す
、
ゆ
っ
く

り
と
し
た
テ
ン
ポ
の
体
操
で
す
。

　

当
日
は
、
県
柔
道
整
復
師
会
会

‥
貝
に
よ
る
、
「
ふ
れ
あ
い
健
康
体

操
」
の
指
導
の
ほ
か
、
多
く
の
テ

レ
ビ
番
組
で
軽
妙
な
分
か
り
や
す

い
口
調
が
評
判
の
、
石
川
恭
三
さ

ん
の
講
演
が
あ
り
ま
す
。

　

人
場
は
無
料
で
す
が
整
理
券
が

必
要
で
す
。
市
内
の
整
骨
院
に
て

お
受
け
収
り
く
だ
さ
い
。

日
時
‥
‥
月
1
4
口
甘
午
後
1
時
～

場
所
有
終
会
館

演
題
「
健
康
ち
ょ
っ
と
い
い
話
」

講
師
杏
林
大
学
医
学
部
教
授

　

石
川
恭
ミ
さ
ん

主
催
社
団
法
人
福
井
県
柔
道

　

整
復
師
会

問
い
合
わ
せ
先
砂
f
隆
一
さ
ん

　
　

（
豊
6
5
・
3
5
5
0
）

石川恭三さん



平成大野屋、全国に向けオープン

　

10月6日、大野市まちなか観光拠点施設「平成大

野屋」がオープン。10月10日には、「平成大野屋ま

つり1999」が開催され、各支岑主が食材を持ち寄っ

た「平成大野屋なべ」や「「稚どんコンテスト」な

どで大変にぎわいました。

高原の秋、満喫

　

10月3［］、六呂師高原すすきまつりが

行われました。すすきや小枝、どんぐり

を使った体験に房や、ハープを使った料

理に、巾内外から訪れた人たちが秋の一

目を楽しく過ごしていました。

開設！田んぼの学設

　

10月9日、10日「実りの秋に感謝しようにをテ

ーマにカドハラスキー場ロッジ銀嶺荘で、「田んぼ

の学校」が開催されました。県内外から約50人が参

加して、自然を再発見していました。

全国みんなでまちブくり

　

HOPE計画全国シンポジウム’99大野

大会が10月14日、15［｜開催されました。

意見交換会のほか、まちなみ探検も行わ

れ、全国からの参加者は、寺町や御清水

などを見学しました。

話遇回也場秘書広報課広報広聴係豊66・1111



話遇拓也場

司｜珊

高齢化社会に向けて

　

来年4月から始まる介護保険制度に向け、当巾でも要

介護認定申請が9月20日から、人：野勝山地区の介護認定

審査会が10月7日から始まりました。

豹んで）ん2ツジこの瓦回ご厘2屁心会

　

10月10日、11日全国から60チームが参加して、

ねんりんピック卓球交流大会が行われました。会

場となったエキサイト広場には、たくさん人が訪

れ、選手たちにさかんに声援を送っていました。

　　　　　　　　　　　　　　　

yまW”w●会場での熱い痙援i

Ea圖四】

領頚l盗X薪

否否屁ns
身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

11月

明
日
の
あ
な
た
を
考
え
で

f
市
役
所
市
民
澗

　

国
民
年
貨
な
ど
の
公
的
年
金
制

度
は
、
現
役
照
代
の
納
め
る
保
険

料
と
国
の
負
担
で
高
齢
行
の
生
活

を
支
え
る
「
世
代
と
照
代
の
支
え

あ
い
」
の
し
く
み
で
す
。

　

こ
れ
は
、
社
会
全
体
で
、
年
老

い
た
親
を
。
ト
が
扶
養
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　

高
齢
者
匹
帯
の
収
人
は
、
年
金

が
5
8
％
を
占
め
、
老
後
生
活
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
高
齢
化
や
少
f
化
、
核
家

族
化
か
進
む
中
、
公
的
年
金
制
度

の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
屯
要
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

自
分
の
年
金
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先
巾
役
所
巾
民
課

　

年
金
係
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内

粗
大
ご
み
持
ち
込
み

　
　
　

特
別
受
け
付
け

　
　
　

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

巾
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
‐
に
粗
人
ご
み
の
持
ち
込
み
が

で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
特
別
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。

日
時
‐
川
2
8
‐
‐
午
前
8
時
3
0

　

～
午
後
4
時
3
0
分

対
象
物
自
転
巾
、
電
化
製
品
、

　

家
目
ぺ
な
ど
の
粗
人
ご
み
（
燃
や

　

せ
る
机
人
ご
み
は
縦
8
0
、
横

　

8
0
‥
程
度
に
し
て
く
だ
さ
い
）

対
象
と
な
ら
な
い
物
農
機
目
一
八
類

　

な
ど
の
産
業
廃
棄
物

手
数
料
有
料

そ
の
他
粗
人
ご
み
は
、
ご
み
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
な
い
で
く

　

だ
さ
い

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先
巾

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・

　

6
1
2
0
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券

　

県
内
で
使
用
可
能
に

　
　
　
　
　

市
役
所
福
祉
認

　

1
～
2
級
の
身
体
障
害
晋
f
帳

や
、
Λ
1
～
Λ
2
の
療
養
1
帳
を

持
っ
て
い
る
人
に
交
付
し
て
い
る

タ
ク
シ
ー
乗
巾
券
が
、
1
0
月
1
‐

か
ら
県
内
令
域
の
タ
ク
シ
ー
で
使

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（
個

人
タ
ク
シ
ー
は
除
く
）

　

乗
巾
券
の
申
請
は
、
巾
役
所
福

祉
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
物
印
鑑
・
身
体

　

障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
養
手
帳

問
い
合
わ
せ
先
巾
役
所
隔
祉
課

　

社
会
福
祉
係
（
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
7
2
）

国
民
年
金
保
険
料

口
座
振
替
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
　
　

市
役
所
市
民
謹

　

現
在
、
国
民
年
金
保
険
料
の
目

座
振
替
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開

催
中
で
す
。
期
間
中
に
国
民
年
金

保
険
料
を
口
座
振
替
に
変
更
し
、

官
製
は
が
き
で
応
募
し
た
人
の
中

か
ら
、
抽
選
で
1
0
0
名
に
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

保
険
料
を
窓
口
で
納
め
て
い
る

大
は
、
こ
の
機
会
に
、
口
座
振
替

に
変
更
し
ま
し
よ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
巾
役
所
巾
民
課

　

年
金
係
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
1
内

　

線
4
5
5
）

11月9a≫

　　

『I19番の日』です

づ
★・災・救急の区別をハッキリと’χカ

《／1です」。「救1です」。

　

場所を正しく

　

住所、近くの目標物を詳しく伝えて

　

ください。

★状況を正確に

　

何が燃えているのか？

　

病人・けが人の状態は？

★あなたの名前を

　

氏名・電話爵吋をにえてください。

大野地区消防本部（豊66・0119）

テレホンサービス（酋65・8899）

交通
安全

剱
r

道
路
交
通
法
が

　
　
　

一
部
変
わ
り
ま
す

　

‐
月
1
日
か
ら
、
道
路
交
通

法
が
改
正
さ
れ
、
運
転
中
の
携

帯
電
話
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
装
置
な
ど
の
使
用
が
制
限
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
装
置
携
帯
電
話
、

　

無
線
機
、
自
動
車
電
話
、
力

　

－
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
装
置
、

　

カ
ー
テ
レ
ビ
な
ど

罰
則
規
定
に
違
反
し
、
道
路

　

に
お
け
る
危
険
を
生
じ
さ
せ

　

た
場
合
に
は
、
現
行
の
安
全

　

運
転
義
務
違
反
と
同
じ
反
則

　

金
と
点
数
が
課
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
け
が
人
や
病
人
の

救
護
や
、
公
共
の
安
全
の
た
め
、

運
転
中
や
む
を
え
ず
携
帯
電
話

な
ど
を
使
う
場
合
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

反
則
金

　

大
型
車
1
万
2
0
0
0
円

　

普
通
巾
9
0
0
0
円

　

二
輪
巾
7
0
0
0
円

　

原
付
車
6
0
0
0
円

違
反
点
数
2
点

※
平
成
1
2
年
4
月
1
日
か
ら
は
、

　

6
歳
未
満
の
幼
児
へ
の
「
チ

　

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
」
使
用
が

　

義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

11月11日～17日

税を知る週間

税に関する作品展

（期間中、市図書館で）

大野税務署・管内地方公共団体

息鍼税務推進団体連絡協議会



●INFORMATION

暴力追放！
大野市民大会

　

明るく什みよいまちづくりのー環として、暴力追放大野巾

民人会を開催。だれでも自山に参加できます。みんなで力を

介わせて、居力行為を追放しましょう。

日時1けj21日弁1時30分～

会場市文化会館

参加料無料

内容・式叫

・劇ヽ月「幻臓団」公演

　

「暴力団の撃退方法教えます」

・街⑤汽発

主催励力追放人野I↑f民会議

後援人野心・人：野驚察署

問い合わせ先dまf役所総務課

　　

（容66・1111内線229）

建
物
の
取
り
壊
し
や

　

売
買
に
は
届
け
出
を

市
役
所
税
務
課

　

囚
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1

日
に
所
有
し
て
い
る
L
地
・
家

屋
●
償
却
資
産
に
つ
い
て
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

建
物
を
取
り
壊
し
た
り
、
新
増

築
。
売
買
●
贈
与
な
ど
を
し
て
末

ひ
記
の
場
〈
‐
は
、
必
ず
市
役
所
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
が
な
い
場
合
、
継
続
し

て
課
税
さ
れ
た
o
、
何
年
分
も
さ

か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
た
り
し
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先
巾
役

　

所
税
務
課
資
産
税
係
（
酋
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
4
2
5
）

県
民
手
帳
の
販
売

市
役
所
総
務
課

　
　

「
平
成
1
2
年
版
福
井
県
民
于
帳
」

が
、
巾
内
の
書
店
と
市
役
所
（
行

政
資
料
室
）
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

規
格
1
4
X
8
ド

価
格
4
3
0
円

発
行
予
定
H
月
中
句

内
容
日
記
編
＝
月
間
7
定
表
。

　

日
記
な
ど
▼
資
料
編
＝
全
国
●

県
・
巾
町
村
主
要
統
計
な
ど
▼

名
簿
編
＝
県
庁
・
市
町
村
・
中

央
官
公
庁
所
在
地
な
ど
▼
生
活

便
覧
＝
県
内
観
光
地
、
文
化
施

設
、
住
所
録
な
ど

問
い
合
わ
せ
先
巾
役
所
総
務
課

　

情
報
管
理
係
（
容
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
3
8
）

元
気
が
出
る

　
　

新
農
業
セ
ミ
ナ
ー

N
O
S
A
I
奥
越

　

N
O
S
Λ
I
奥
越
で
は
、
「
元

気
が
出
る
新
農
業
セ
ミ
ナ
ー
・
l
n

お
く
え
つ
」
と
し
て
、
講
談
師

宝
井
琴
桜
さ
ん
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
1
1
月
6
日
①
午
後
7
時
～

場
所
奥
越
地
域
地
場
産
業
振
興

　

セ
ン
タ
ー

内
容
農
村
に
響
く
女
と
男
の
ハ

　

ー
モ
ニ
ー

参
加
料
無
料

問
い
合
わ
せ
先
N
O
・
S
Λ
I
奥

　

越
（
容
8
8
・
2
7
0
0
）

・
創
立
5
0
周
年
記
念
大
会

大
野
保
健
協
会

日
時
‐
月
2
2
‐
け
午
後
2
時
～

会
場
有
終
会
館

内
容
式
典
、
祝
賀
響
太
鼓
な
ど

参
加
料
無
料

問
い
合
わ
せ
先
人
野
保
健
協
会

　

4
4
務
局
（
容
6
6
●
2
0
7
6
）

青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集

国
際
協
力
事
業
団

資
格
満
2
0
歳
（
平
成
1
2
年
4
月

　

1
日
現
在
）
～
満
3
9
歳
（
平
成

　

‐
年
‥
‥
月
2
0
日
現
在
）
ま
で
の

　

‐
本
国
籍
を
持
つ
人

願
書
締
め
切
り
‐
月
2
0
日

規
模
農
林
水
産
や
ス
ポ
ー
ツ
な

　

ど
7
部
門
（
約
1
4
0
種
）
約

　

8
0
0
人

説
明
会
H
月
1
3
日
I
午
後
2
時

　

～
（
県
国
際
交
流
会
館
）

問
い
合
わ
せ
先
国
際
協
力
事
業

　

団
北
陸
支
部
（
a
0
7
6
・
2

3
3
・
5
9
3
1
）

回
収
し
ま
す
古
い
電
話
帳

N
T
T

　

N
T
T
で
は
、
古
い
電
話
帳
を

回
収
し
て
い
ま
す
。
資
源
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

回
収
期
間
1
1
月
3
日
～
2
1
‐

回
収
方
法
配
達
員
が
新
し
い
電

　

話
帳
を
届
け
た
と
き
に
回
収
。

　

渡
せ
な
か
っ
た
場
合
は
、
問
い

　

〈
口
わ
せ
先
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
先
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

　

セ
ン
タ
（
酋
0
1
1
2
0
・
5
0

　

6
3
0
9
）

広域行政事務組合の職員を募集！

　

大野・勝山地区広域行政事務組合では、平成12年2月から採

用する職員を募集します。

募集人員1人（一一般職・事務）

受験資格昭和47年4月2日～昭和56年4月1日までに生まれ

　

た人

試験日程一次試験12月4日皿

　　　　　

二次試験一次合格者に別途通知

申込受付期間11月8日四～22日⑥

申し込み方法大野・勝山地区行政事務組合にて申込書を交

　

付。郵便で申込書を請求する場合は、封筒の表に「職員採用

　

試験申込書請求」と朱書きし、〒911－0811勝山市

　

片瀬町トΓ目402奥越地場センター内大野・勝山地区

　

広域行政事務組合あてに、返信用封筒（130円切手をはっ

　

たもの）を同封し書留郵便で送付ください。

問い合わせ先広域行政事務組合（容88・2760）
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親
子
三
代
の
レ
ジ
ス
タ
ー

野
尻
伸
－
さ
ん
（
本
町
）

　

本
町
で
理
髪
店
を
営
む
野
尻
さ
ん
（
五
十

二
歳
）
の
宝
は
、
親
子
三
代
で
使
い
つ
づ
け

て
い
る
、
レ
ジ
ス
タ
ー
（
金
銭
登
録
器
）
で

す
。
レ
ジ
ス
タ
ー
に
は
「
ク
イ
ー
ン
自
動
金

銭
分
類
器
」
と
か
か
れ
て
い
て
、
昔
は
硬
貨

を
上
か
ら
入
れ
る
と
、
下
の
仕
切
ら
れ
た
箱

の
中
に
分
類
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
で
は
、
硬
貨
を
分
類
す
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
が
、
ダ
イ
ヤ
ル
式
の
カ
ギ
や
、
レ

ジ
を
開
け
る
と
き
の
ベ
ル
の
音
な
ど
、
当
時

の
ま
ま
現
役
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
　

「
こ
の
レ
ジ
ス
タ
ー
は
、
お
じ
い
さ
ん
の

代
か
ら
使
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
話
に
よ
る

と
、
昭
和
六
年
ご
ろ
に
お
じ
い
さ
ん
が
い
と

こ
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
ら
し
い
で
す
。
そ

れ
か
ら
、
ず
っ
と
こ
の
レ
ジ
ス
タ
ー
を
使
っ

て
い
る
の
で
、
物
心
が
つ
い
た
と
き
に
は
、

店
の
中
に
あ
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
ま
し
た
ね
。
私
も
自
然
と
、
こ
の
レ
ジ
ス

タ
ー
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
考

え
て
み
る
と
、
七
十
年
近
く
使
い
つ
づ
け
て

い
ま
す
が
、
壊
れ
な
い
も
の
で
す
ね
」
と
、

笑
顔
の
野
尻
さ
ん
。

　
　

「
以
前
、
お
店
に
レ
ジ
ス
タ
ー
の
セ
ー
ル

ス
マ
ン
が
や
っ
て
来
た
と
き
な
ん
か
、
こ
の

レ
ジ
ス
タ
ー
を
見
た
瞬
間
、
逆
に
〃
譲
っ
て

く
だ
さ
い
″
と
言
わ
れ
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
何
で
も
、
愛
知
県
犬
山
の
。
明
治
村
″

で
使
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
上
司
ま
で
連

れ
て
き
て
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
う
し

て
も
手
放
す
こ
と
が
出
来
ず
、
断
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
昭
和
四
十
七
年
に
店
を
改
装
し

た
と
き
、
レ
ジ
ス
タ
ー
が
納
ま
る
大
き
さ
の

棚
を
作
り
ま
し
た
。
傷
だ
ら
け
に
な
っ
た
今

で
も
、
不
思
議
と
新
し
く
買
い
換
え
よ
う
と

い
う
気
に
は
な
り
ま
せ
ん
ね
。
家
族
の
言
貝

の
よ
う
な
存
在
で
す
よ
。
私
の
息
子
が
跡
を

継
い
で
く
れ
る
と
き
に
も
、
こ
の
レ
ジ
ス
タ

ー
を
使
い
続
け
て
欲
し
い
で
す
ね
」
と
、
目

を
細
め
ま
し
た
。

市民のうごき

10月1日現在 前月比

世帯数 11．717世帯 △2世帯

人口 40，846人 △21人

内訳
男 19，561人 △7人

女 21，285人 △14人

9月中の異動
転入 54人 出生 26人

転出 67人 死亡 34人

市内の交通事故状況 （年頭からの計）

件数内訳
平成11年

9月末

平成10年

9月末
比較

総件数 452件 365件 87件

人
身

事
故

件数 136件 126件 10件

死者 2人 1人 1人

傷者 173人 165人 8人

物損事故 316件 239件 77件

表
紙
の
こ
と
ば

　

大
野
の
秋
の
風
物
詩
「
サ
ト

イ
モ
の
収
穫
」
。
大
野
の
里
芋

は
、
実
が
引
き
締
ま
っ
て
お
い

し
い
と
有
名
で
す
。
上
庄
地
区

で
栽
培
さ
れ
る
里
芋
は
、
特
に

人
気
が
あ
り
ま
す
。
平
沢
の
権

守
志
ゆ
ん
さ
ん
も
、
収
穫
に
大

わ
ら
わ
。
大
き
く
育
つ
た
里
芋

を
、
次
々
と
掘
り
出
し
て
い
ま

し
た
。

編
集
後
記

　

平
成
大
野
屋
の
洋
館
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
昭
和
初
期
に

建
て
ら
れ
た
建
物
の
イ
メ
ー
ジ

を
そ
の
ま
ま
残
す
レ
ト
ロ
調
。

レ
ス
ト
ラ
ン
や
特
産
品
販
売
コ

ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、
観
光
客

に
便
利
な
施
設
に
な
り
そ
う
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
市
民

に
と
つ
て
も
便
利
な
施
設
。
大

い
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
（
横
）

月眠見i弓・

　
　

「
天
高
く
馬
肥
ゆ
」

と
い
わ
れ
る
よ
い
時
季

と
な
っ
た
。
秋
は
気
象

条
件
が
良
く
ス
ト
レ
ス

が
た
ま
ら
な
い
せ
い

か
、
病
気
に
か
か
る
7

と
が
少
な
い
季
節
で
あ
る
。
心
身
と
も
に
健
全

な
秋
こ
そ
、
芸
術
を
心
ゆ
く
ま
で
鑑
賞
す
る
の

に
良
い
季
節
だ
▼
十
一
月
三
日
を
頂
点
に
、
い

ろ
い
ろ
な
文
化
活
動
が
各
地
で
開
催
さ
れ
る
。

絵
画
・
音
楽
・
華
道
な
ど
各
分
野
の
発
表
や
展

示
、
優
れ
た
多
く
の
芸
術
に
触
れ
ら
れ
る
の
は

楽
し
い
こ
と
だ
▼
文
化
と
い
う
言
葉
の
響
き

は
、
世
の
中
が
進
歩
し
文
明
が
高
ま
る
感
じ
が

す
る
た
め
か
、
文
化
住
宅
や
文
化
包
丁
、
文
化

ば
さ
み
、
文
化
2
2
・
・
・
と
日
常
雑
貨
用
品

に
文
化
の
文
字
を
使
う
こ
と
が
多
い
。
現
在
は
、

外
来
語
の
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
や
カ
ル
チ
ャ

ー
ク
ラ
ブ
と
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ば
や
り
で
あ
る
？

文
化
は
平
和
な
暮
ら
し
か
ら
生
ま
れ
る
も
の

で
、
戦
乱
と
は
相
い
れ
な
い
。
日
本
は
経
済
力

を
持
っ
た
が
、
文
化
面
は
こ
れ
で
よ
い
の
か
。

経
済
一
本
や
り
で
果
た
し
て
世
界
に
貢
献
で
き

る
か
ど
う
か
。
今
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
問
わ
れ
、

見
直
し
を
さ
れ
て
い
る
▼
健
全
な
社
会
、
平
和

な
国
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
文
化
が
重
要
視
さ

れ
、
よ
り
多
く
目
を
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
知

恵
の
蓄
積
と
伝
達
、
そ
し
て
技
術
を
含
め
た
広

い
意
味
で
の
精
神
文
化
が
、
二
十
一
世
紀
に
は

求
め
ら
れ
て
い
る
。
文
化
と
い
う
文
字
だ
け
に

酔
っ
て
い
て
は
向
上
は
な
い
。
哲
学
者
、
三
木

清
は
「
す
べ
て
の
文
化
は
、
大
衆
的
基
礎
を
得

て
そ
の
伝
統
も
強
固
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

大
衆
が
文
化
保
存
の
力
で
あ
る
。
軽
文
化
に
終

わ
り
た
く
な
い
。
一
考
を
。
（
Y
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
｀
一
〇
7
7
9
・
6
6
・
・
‐
・
‐
・
‐
・
‐
）
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